作業工程計画書
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理

工具の確認・整備

材料の確認
	

	１．タイムチャート及びシーケンス図の作成
２．結線図の作成
３．電線の切断・圧着
４．（　　　　　）作業

５．（　　　　）点検

６．（　　　　）試験

７．通電試験


	仕様を良く理解し、タイムチャートを作成する。

タイムチャートよりシーケンス図を作成する。

配線を行うのに必要なものを図面に記入する
・配線済みの場合、マーカー等で印をつける
・器具の接点番号の記入
必要な長さに電線を切断し、終端を圧着接続する
・片方をねじで固定してから残りを切断する。
・圧着のときに刻印、素線のはみ出しに気をつける

・絶縁被覆をむくときに電線の傷に注意する

電線や器具には傷をつけないように作業する。

・誤結線に気をつける

・配線接続部のねじの締め付けをきちんと行う

・電線が機器、端子台の（ 　　）を通らないようにする。
・１つの端子に電線（ 　　）本以上接続しない（1本の時は圧着の向きに注意する）。
器具への接続等に誤りがないか確認する。

（ 　　　　 ）やベルを使用し、短絡・誤配線の有無を確認する。テスターで抵抗値を測定する際は、　（　　　　　　）調整を行う。
テスターは測定レンジに注意する。誤りがあればその部分の作業をやり直す。

試験時はブレーカーの開閉状況をよく確認して感電することのないように動作確認を行う。


	


（　　　　）内に当てはまる適切な語句を選択肢から選んで記入しなさい。
選択肢　　　　　　　耐圧　　　上　　　横　　　３　　　検電器　　　テスター　　　　目視
導通　　接点　　　２　　　配線　　　　接地抵抗計　　　ゼロオーム

作業工程計画書　（ 解答 ）
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	準備
	作業場所の確認・整理

工具の確認・整備

材料の確認
	

	１．タイムチャート及びシーケンス図の作成

２．結線図の作成

３．電線の切断・圧着

４．（　配線　）作業

５．（　目視　）点検

６．（　導通　）試験

７．通電試験


	仕様を良く理解し、タイムチャートを作成する。

タイムチャートよりシーケンス図を作成する。

配線を行うのに必要なものを図面に記入する

・配線済みの場合、マーカー等で印をつける

・器具の接点番号の記入

必要な長さに電線を切断し、終端を圧着接続する

・片方をねじで固定してから残りを切断する。

・圧着のときに刻印、素線のはみ出しに気をつける

・絶縁被覆をむくときに電線の傷に注意する

電線や器具には傷をつけないように作業する。

・誤結線に気をつける

・配線接続部のねじの締め付けをきちんと行う

・電線が機器、端子台の（ 上 ）を通らないようにする。
・１つの端子に電線（ ３ ）本以上接続しない（1本の時は圧着の向きに注意する）。
器具への接続等に誤りがないか確認する。

（ テスター ）やベルを使用し、短絡・誤配線の有無を確認する。テスターで抵抗値を測定する際は、　（　ゼロオーム　）調整を行う。
テスターは測定レンジに注意する。誤りがあればその部分の作業をやり直す。

試験時はブレーカーの開閉状況をよく確認して感電することのないように動作確認を行う。


	


（　　　　）内に当てはまる適切な語句を選択肢から選んで記入しなさい。
選択肢　　　　　　　耐圧　　　上　　　横　　　３　　　検電器　　　テスター　　　　目視
導通　　接点　　　２　　　配線　　　　接地抵抗計　　　ゼロオーム







